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我々が普段、世話になっている薬。薬が出来上がるまでには
様々なドラマがある。狙って作るものもあれば、偶然や幸運に
よってできるものも案外数多い。特にそれらが生命や生活、さ
らには社会に劇的な影響を及ぼしている。
本書では、古くから知られるペニシリンから、最近の新型コロ
ナワクチンまで、有名な16種類の薬の誕生秘話が描かれて
いる。また、現在の創薬分野に関連する知識や状況について
も触れられている。

研究に関わる人、関わりたい人

皆さんが一度は聞いたことがある薬の誕生物語が取り上げら
れています。様々なドラマがあり、興味深い一冊です。
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